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自衛消防技術審査会に参加

TIRI NEWS・メールニュースのご案内
　TIRI NEWSの無料定期配送およびメールニュース（週1回発行）の
配信をご希望の方は、お名前とご住所（TIRI NEWSの場合）、メールアド
レス（メールニュースの場合）を下記までご連絡ください。
連絡先：広報室＜本部＞ 
TEL 03-5530-2521　FAX 03-5530-2536　E-mail koho@iri-tokyo.jp

編集後記
　都産技研本部で施設公開イベント「INNOVESTA! 2016」を開催しま
した。今年も多くのお客さまにご来場いただき、ありがとうございました。
「INNOVESTA!」は、お客さまだけでなく、私たち職員にとっても楽しみなイベ
ントです。日頃の取り組みや成果をPRできるだけでなく、他部署の取り組みに
触れたり、職員同士の交流を深めるコミュニケーションの場にもなっています。

I n f o r m a t i o n

消防技術と防災意識の向上を目的とした自衛消防技術審査
会（深川消防署主催）が、9月14日に開催されました。都産技研
からは、1号消火栓一般事業所隊の部に若手職員3名が参加
し、日頃の練習成果を発揮して、第3位に輝きました。
今後もお客さまが安心して都産技研をご利用いただけるよう、

災害対応力の向上に努めていきます。

参加メンバー

指 揮 者： 神野 裕太
 （総務課）

1番隊員： 宮下 惟人
 （電気電子技術グループ）

2番隊員： 亀崎 悠
 （環境技術グループ）

都産技研は、ロボットを活用した事業の創出を目指す中小企業を支援するため、平成27年度より「公募型共同研究開発事業」を実
施しています。今回の募集では、日本全国から51テーマの申請があり、その中から10テーマを採択しました。採択したテーマについて
は、都産技研が開発経費を負担するほか、都産技研と共同研究を実施し、ロボットの実用化・事業化に向けた開発を支援していきます。

 分野 事業テーマ名 申請事業者名 所在地

 案内支援 テレプレゼンスロボット（分身ロボット）を活用した iPresence（同） 兵庫県神戸市東灘区  バーチャル観光システムの開発

 産業支援 追従運搬ロボットの牽引機能の開発 （株）Doog 茨城県つくば市

 産業支援 施設内の自動搬送ロボットシステムの開発 （株）プリンシプル 三重県津市

 介護支援 失語症者向けリハビリテーションロボットの開発 （株）レイトロン 大阪府大阪市中央区

 分野 事業テーマ名 申請事業者名 所在地

 案内支援 ホテルでの自律型走行可能な案内ロボットの開発 （株）日本ビジネスソフト 長崎県佐世保市

 産業支援 ロボット向け会話機能の高機能化と事業化  プロアクシア 大阪府大阪市北区   コンサルティング（株）

 産業支援 係留型ロボット飛行船による安全な法面検査 （有）アストロン 茨城県鹿嶋市

 点検支援 送電線・鉄塔点検用ドローンナビゲーションシステム ブルーイノベーション（株） 東京都千代田区

 点検支援 既設大型風力発電機のブレードに対する点検／塗装の自動化 （株）メルティンMMI 東京都渋谷区

 介護支援 同調制御を用いた歩行支援ロボティックウェア （有）デザインスタジオ 東京都中野区  curara の実用化研究  トライフォーム

採択テーマ

■ 短期展開型 （事業期間1年：平成28年10月～平成29年9月）

■ 新市場創出型 （事業期間3年：平成28年10月～平成31年9月）

ロボット企画グループ＜東京ロボット産業支援プラザ＞　TEL 03-5530-2558お問い合わせ

デザイン技術グループ

魅力ある製品づくりのために
情報技術グループ

IoT時代に向けた情報技術グループの技術支援
生活技術開発セクター

人間の特性、生活空間、環境を活かした「ものづくり」を支援

人間中心の製品・サービスの創出を目指す開発第三部

「INNOVESTA! 2016」
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